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淡水魚

ここでは，神奈川県内の川|・池・湖などの淡水域に生

息する魚類を扱う。神奈川県の淡水魚類相については，

1970年代以降，横須賀市博物館，横浜市環境研究所，神

奈川県自然保全研究会などによって精力的に調査が行わ

れ，中小の河川を含めてほぼ全水系について一通りの魚

類相が明らかになっている。それらの情報についてのま

とめもいろいろな形で試みられ(斎藤， 1984，斎藤ほか，

1985，林ほか，1989)，神奈川県は淡水魚に関する情報の

比較的充実した県のーっと評価できる。

淡水魚には，その生活史の中での淡水域との関わり方

にいくつかの類型が認められる。それは，生活環の全部

を淡水中で経過するもの，少なくともある時期には必ず

淡水域に入ってくる回遊魚，淡水域にも侵入するがそれ

は必ずしも必要不可欠なわけではない周辺的な淡水魚の

3つである(宮地ほか，1976)。ここでは，純淡水魚と回避

魚の他に，ポラのように汽水域に入る頻度が高く，川の

生態系との関連が深い周辺性の種も取り上げることにし

た。その結果，ここで対象とした県内の淡水魚は帰化種

を含めて34科121種であった。なお，周辺性の種として

は，県内の各河川の河口付近の汽水域で，サッパ・コノ

シロ・イシダイなど多ぐの種類が記録されていることを

付記しておく。

また，淡水魚には外国や国内の他地域から移入されて

繁殖している種類も数多い。 121種のうち，そうした帰

化種は38種にのぼった。特に純淡水魚では帰化種の占め

る割合が大きい。

記録された121種について，県内の主要水系別の分布

とレッドデータ度の評価を表7に示した。帰化種および

偶発的な渡来種についてはすべてレッドデータ度の評価

は行わなかった。評価の対象となった在来種76種のう

ち，絶滅種4種，危倶種20種，減少種目種，健在種33種

の割合となった。また，健在種のうち13種は分布の希薄

な稀少種と判断された(表1，総論116頁参照)。全体に，

健在種の割合が低いと言えるが，それは淡水域が様々な

原因で大きぐ撹乱され，在来の魚類相が危機に瀕してい

る現れとみることができる。その原因は大きく 3つに分

けることができる。

第一は，水質の汚濁である。 1950年代から各家庭や畜

産施設などからの廃水によって，有機物の負荷が著しく

増大し， BODの増加を招いた。その後，水質規制の効

果や下水道の普及によって，やや改善の方向にあるが，

現在でも特に都市部の中小河川の汚染は解決されていな

い。また，農薬や工場廃水による化学的汚染の影響も大

きく，しばしば魚類の大量発死が記録されている。

第二は，治水対策として広範囲に実施されてきた河川

改修工事の影響である。近年まで，河川改修工事は流路

を直線化し，また護岸をコンクリートで固める方法で行

われてきた。川|幅の狭い部分では底もコンクリートで固

める三面工法が用いられた。こうした工事の結果，魚類

の生息場所や産卵場所になる淀みや，水草の生えた岸辺

などが大幅に失われ，魚類の生息環境としての状態が悪

くなった。池についても事情は同様である。水利用のた

めに建設されるダムや，治山工事のために作られる堰堤

も魚類の湖上や降河の障害となり，また個体群を分断す

るような結果をもたらしている。

第三に上げねばならないのは，魚類については資源と

しても有用な種が多いことも手伝って，国内外から多く

の種が移入放流されてきたことの影響である。上流部で

のニジマスなどのサケ科魚類，下流部でのゲンゴロウプ

ナは意図的に導入された種の例である。アユ・ウナギ・

コイなどについても，生息環境の悪化による減少を補う

ために大量の種苗の移入放流が行われた。そのために，

神奈川県在来の遺伝子構成を持った個体群の存続が危ぶ

まれている。またアユの場合には琵琶湖産のアユが多く

放流されたために，琵琶湖水系に産する種類がそれに混

さーって持ち込まれるという結果を招いた。そうして帰化

した種類の中にはオイカワのように県内では有力魚種と

なったものもある。こうした移入魚は，在来種に対して

少なからず影響を与えていると考えられる。

このように，神奈川県の在来の淡水魚類相は著しい撹

乱を受けており，その生息環境の保全と，さらに回復を

図る努力が必要とされている。

以下に科毎にコメン卜していくが，科の配列と学名は

原則として中坊(1993)によった。なお，本報告の記述に

あたっては，レッドデータ度の評価などについて，横須

賀市自然博物館の林公義氏に助言を頂き，また本文にも

目を通して頂いた。特に記して感謝したい。

ヤツメウナギ科 Petromyzontidae 

県内からはスナヤツメ 1種が記録され，危倶種に位置

づけられた。

0スナヤツメLethenteronreissneri (Dybowski) 
[危倶種E]

水のきれいな砂泥底の河川に生息し，アンモシーテス

と呼ばれる幼生期には川底の泥に潜って生活している。

産卵のためには磯底の場所も必要とする。県内では，

かつては広ぐ各地に分布していたと考えられ，糠業者か

らの聞き取りで「ヤツメウナギ」がいたという話をよく聞

くことができる。例えば，中村川|水系では1940年代半ば

まで，葛川水系では1950年代半ばまで生息していたとい

う(石原，1990)。しかし，近年は減少が著しく， 1980年以

降の確実な記録としては，相模川水系では新道志橋付近

と昭和橋付近(工藤， 1983)，津久井湖(佐藤ほか， 1986)， 

酒匂}II水系では狩川中流域(林ほか，1984)があるに過ぎな

い。なお，鶴見川と境川|水系については県外の源流域か

らのみ記録されている(木村ほか，1983;木村，1985c)。

ウナギ科 Anguillidae 

県内からは3種が記録されたが，ヨーロッパウナギの

記録は養殖魚に由来するものと考えられる。在来の2種

は， 1種が減少種と判断され，他の 1種は南方から稚魚
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が偶来する種である。

6ウナギAnguillajaponicaTemminck et Schlegel [減少種H]

県内産の淡水魚の中で，アユと並んで重要な掛護対象

魚であった。各種のモジリ，ウナギカキなどウナギ用の

漁具も発達していた。かつては広く全県的に分布してお

り，現在でも各水系に広〈見られるが，減少が目立って

きている。河川工事が進み，特に三面をコンクリートで

固めるような工法が行われた場所では，本種が隠れるこ

とができるようなすき間がなくなったことが減少の大き

な原因であろう。なお，一部では種苗の放流も行われて

いる。

コイ科 Cyprinidae 

県内からは32種が記録されたが，そのうち過半数の19

種は国内外からの帰化種である。在来の13種のうち，絶

滅種が3種，危倶種が3種，減少種が3種と判断され

た。健在種と判断されたのは，上中流部に生息するアプ

ラハヤと，中下流部に生息するキンプナ・ギンプナ・モ

ツゴの3種に過ぎなかった。

-ミヤコタナゴTanakiatanago (Tanaka) 絶滅種A]

関東平野の固有種で，湧水のある細流や池に生息す

る。東京都と埼玉県の自然水系では既に絶滅し，現在の

分布は栃木県・千葉県に限られ，国の天然記念物に指定

されている。また環境庁のレッドデータ調査でも危倶種

にあげられている。神奈川県では， 1976年に横浜市港北

区権回池に生息することが確認された。この池では二枚

貝としてカラスガイとドプガイが記録されているが，ミ

ヤコタナゴがどちらの種類に産卵していたかは明かでは

ない(村岡，1980)。その後，港北ニュータウン建設工事に

伴って，環境が悪化し，緊急措置として中区三渓園の池

への移植が行われた(横浜市教育委員会，1980)。しかし，

移植先の環境がふさわしくなかったために絶滅し(木村ほ

か，1984)，現在では県立淡水魚増殖試験場・相模原市立

相模川ふれあい科学館・寺家ふるさと村などで飼育に

よって県内産の系統の維持が図られている。

-ヤリタナゴTanakialanceolata (Temminck et Schlegel) 

[絶滅種B]
平野部の細流に生息し，おもにマツカサガイに産卵す

る。県内では相模川水系に分布するとの記載があるが(神

奈川|県，1959;;神奈川県農政部，1974)，その後行われたど

の調査でも記録はされていない。酒匂}11水系では，下流

部の用水路などに生息していたが1980年代始めには，産

卵可能な淡水貝も含めて記録できなかったという(石原，

1986)。多摩川では昭和10年代には普通に見られ，マツカ

サガイも見られたというが(中村，1976)，近年のどの調査

でも確認されていない。このような現状であり，産卵す

るマツカサガイの情報も途絶えていることから県内にお

けるヤリタナゴは絶滅したものと判断される。

-タナゴAcheilognathusmelanogaster Bieeker[絶滅種B]

本州の固有種で北半部の太平洋側に分布する。河川の

中下流の流れのゆるやかな部分や湖沼に生息し，カラス

ガイなど大型の二枚貝に産卵する。鶴見川水系が西限と

されているが(中村，1969)，近年の記録は途絶えている。

また，神奈川県農政部自然保護課(1974)には相模川産魚

類のリストに上がっているが，詳細は不明であり，その

後の調査でも記録されていない。こうした状況を考える

と，県内の本種は絶滅したと考えてよいと思われる。

0ゼニタナゴAcheilo回 a白山岡山(Bieeker)[危倶種D]

本州北半部の固有種で神奈川県は分布の南限にあた

り，中村(1969)は花水川を産地にあげている。平野部の

水草の茂った池や細流に生息し，カラスガイなどの大型

の二枚貝に産卵する。 1979年に緑区奈良町の本山池に生

息することが確認され，淡水貝としてはヌマガイが記録

された(横浜市教育委員会，1980)。この生息地は，その後

1981年の水源付近の工事などの影響で，環境が悪化し存

続が危ぶまれている(木村ほか， 1983)。芦ノ湖からも記録

があるがこれは放流によるものという(箱担町教育委員会，

1980)。

0マルタ Tnbolodonbrandti (Dybowski) 危倶種D]

東京湾以北の大きな河JIIに分布し，汽水域を中心に生
活する。産卵は川の瀬で行い，稚魚は海に降る。県内で

は多摩川だけに分布しているが，中村(1976)や君塚・多

紀(1985)などの調査では記録されず，わずかに東京都環

境保全局(1990)に1988年に大師橋で採集されたとの記述

があるだけである。個体群の存続が危ぶまれる。なお，

相模川などで大型のウグイを漁業者がマルタと称するこ

とがあるので，種の混同について注意する必要がある。

0ニゴイ Hemibarbus barb凶 (Temmincket Schlegel) 
[危倶種F]

大きな河川の中下流域を中心に生息する。県内におけ

るかつての分布は明かではないが，現在では相模川と多

摩川|水系に限って生息している。しかし，その分布は限

られてきており， 1980年代の調査では相模川では新道志

橋付近と昭和橋付近(工藤・松田， 1983;工藤，1984)，相

模湖(安藤ほか， 1985)，座架依橋(林， 1993)などでのみ記

録され， 1976年の採集記録(浜口，1982)がある厚木市河原

口では記録されていない。多摩川では，中村(1976)が多

摩区ニヶ領上河原堰付近から，君塚・多紀(1985)が田園

調布堰及びガス橋付近からだけ記録している。こうした

分布状況から考えると，県内における本種は危急な状況

にあるといえる。

Aコイ cyp白lUScarpio Linnaeus 減少種H]

河川の下流域や池招に生息し，川では流れの緩やかな

砂泥底の深みを好む。水質汚染にも強い。現在も県内各

地の河川に広ぐ分布しており(斎藤，1984)，横浜市内の河

川では増加が見られるという(樋口ほか，1992)。しかし，

樋口ほか(1992)が記しているように，その増加は各地で

盛んに行われている放流によるものが多ぐ，しばしば「色

ゴイ」も混ざっている。「野ゴイJと呼ばれる本来の野生の

コイは体高が低い特徴があり，そうした特徴を持った個



体がどの程度県内河川に分布しているかについては明か

でない。おそらぐ，野生の個体群は減少していると考え

られる。

ムカマツカ Pseudogobio岱ocinus(Temminck et Schlegel) 

[減少種H]

河川|の中下流域の砂磯底の場所に生息する。県内では

多摩川・鶴見川・相模川・金目川・酒匂)11の各水系に分

布するが，減少が目立っている。多摩川では，中村

(1976)が宿河原堰上，上河原堰下から，松尾ほか(1980)

は上河原堰下で記録しているが，君塚・多紀(1985)には

記録されていない。中村(1976)によれば，昔の多摩川中

流域には極めて多数がすんでいたが，現在は著しく減少

したと記されている。鶴見川では県外の源流部に生息し

ている(木村ほか， 1983)ほか，谷本)11 (松尾ほか， 1981)， 

緑区寺家(樋口・水尾，1986)でも記録された。その後横浜

市内の記録は途絶えていたが， 1994年に谷本川で再発見

された(1994.10.27付神奈川新聞)。相模川には比較的広

ぐ分布しており，厚木市から相模原市にかけて見られる

(浜口， 1982，工藤，1984)。金目川では伊勢原市の歌川だ

けから記録されている(木村，1988)。酒匂川では本流の河

口から大口橋，および狩川で記録されている(作中，

1983)。

-ウグイ Tnbolodonhakonensis Gunther 減少種H]

河川の上流から河口まで広ぐ生息し，湖沼にもすむ。

一生を淡水域で過ごす淡水型と，海に降る降海型がいる

ことが知られている。芦ノ湖は本種の模式産地である。

県内ではかつては各河川に普通に分布していたと思われ

るが，現在では多摩川・相模川・酒匂川・早川の大河川

を除ぐと，その分布域は限られている。その他の河川の

1980年代以降の記録について下記にあげる。横浜市域で

は大岡川で記録されたが，移入の可能性が大きいという

(樋口ほか， 1992)。鶴見川では，緑区市ヶ尾(木村ほか，

1986)，麻生区上麻生(木村・上杉， 1987)で記録されてい

るが極めてまれである。金目川水系では，江原(1985)は

葛葉)11新九沢，金目川南平橋の優占種としたが，その

後，木村(1988)は同地点ではアプラハヤのみであったと

し，河川|改修と生活廃水の流入が減少の原因ではないか

としている。葛川では，二宮町(1984)が記録している

が，石原(19:お;1蜘)の記録にはない。中本初!I(木村，1986b)

と山王)!I(木村， 1989)では河口で記録され，降海型と推定

されている。このように県内のウグイは鶴見川|・金目川

規模の川でも減少しており，今後の推移に注目する必要

がある。

ドジョウ科 Cobitididae 

県内からは3種が記録され，内 1種が危倶種 1種が

減少種と判断された。

0ホトケドジョウ Lefua echigonia J ordan et Richardson 

[危倶種F]

丘陵地の砂泥底の細流に生息する。かつては三浦半

島・多摩E陵・大磯E陵など県内のE陵地に広ぐ分布し
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ていたが，用水路のコンクリート化，農薬による水質の

汚染などが原因で非常に減少している。川崎市では麻生

区の三沢川源流部および生田緑地に産し(糟淵， 1991)，横

浜市では鶴見川，雄子川1，境川などの各水系の源流部に

点々と分布している(樋口ほか， 1992)。県央部の丘陵で

は，座間市谷戸山に生息しているが(林，1993)，同地の公

園工事の影響が懸念されている。境川水系では城山町の

上流部(木村， 1985b)のみに生息している。三浦半島で

は， 1973年頃までは確認されたが， 1980年代に入っては

ほとんど採集されないという(林，1982)。大磯丘陵では葛

川・座禅)11 (浜口・林， 1983)，中村川(石原， 1985)に見ら

れる。中村川，葛川|などでは20年程前には水田の水路に

はどこでも見られた状態であったが，現在ではかろうじ

て生き残っている程度という(石原ほか，1986)。箱根では

山麓の狩川に生息するが，箱根山地では近年記録されて

いないという(石原ほか，1986)。このように本種の生息地

は人里に近い場所であるので開発の影響を受けやすく，

その生息環境の保全に細心の注意を払う必要がある。こ

のような生息状況にあって厚木市七択の自然保護セン

ターの野外施設内水路に本種が多産することは注目に値

する(林ほか， 1993)。

ムシマドジョウ Cobitis biwae Jordan et Snyder 

[減少種H]

水のきれいな砂泥底の川の中流域を中心に生息してい

る。県内では各水系に広く分布しているが，減少してい

る水系が多い。多摩川水系では1976年の調査で神奈川県

部分では記録されなかった(中村，1976)。横浜市内では，

緑区三保の鶴見)11 (木村・上杉， 1987)，帳子)11上流(樋口，

1993)，大阿川|の氷取沢(樋口・水尾， 1986)などで記録さ

れているが， 1987年の調査では，鶴見川及び境川水系か

らは記録されなくなったという(横浜市公害対策局，

1989)。なお，鶴見川では県外の源流域には普通である

(秋山ほか，1982)。三浦半島には本種は生息しないが，鎌

倉市の滑川上流では記録されている(木村，1986a)。相模

川ではイシメドジョウ・ササメドジョウなどの呼び名が

あるが近年は減少しているとの聞き取りがえられている

(浜口， 1982)。境川水系では城山町穴川にのみ見られる

(木村，1985b)。金目川水系では本流の中流域に普通で，

鈴)11からも記録されている(木村， 1988)。中村)11・葛川で

も記録され，キンキンドジョウの名があるという(石原，

1985)。酒匂川では中下流に広く分布する(作中， 1983)。

また，早川(石原， 1982)，山王)11 (木村， 1989)の記録もあ

る。このように本種は依然として広く分布し，場所に

よっては多産するが，分布域は年々狭まる傾向にあり動

向に注目する必要がある。

ギギ科 Bagridae 

県内にはギパチ1種が分布し，危倶種と判断された。

0ギパチ Pseudobagrustokiensis Doderlein [危倶種E]
水のきれいな河川の中流域を中心に生息する。本州北

半部と九州に不連続に分布し，本県は本州、|の分布の西限

にあたる。近年，神奈川県内の多摩川では記録されず，
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かつての多摩川に比してその減少は著しいという(中村，

1976)。鶴見川|では県外の源流域のみで記録されている

(秋山・木村，1984)。相模川では長らく記録が途絶えてい

たが， 1982年に磯部で採集された(工藤・松田，1983)。中

村川では田代・八田(1974)が1951年採集の標本(強羅公園

自然博物館保存)を紹介したが，石原(1985)では記録され

なかった。中村川は本州太平洋側での分布西限にあた

り，ゴンズイと呼ばれていたという(石原， 1985)。このよ

うに神奈川県のギパチはその分布から考えても貴重な

存在であるが，極めて危急な状況にある。

ナマズ科 Siluridae 

県内にはナマズ1種が分布し，減少種と判断された。

6.ナマズ SilurusぉotusLirmaeus 減少種H]

流れが緩やかで泥底の河川の中下流域や，湖沼に生息

する。相模川，酒匂川|などの大きな川の下流域とその流

域の水団地帯の用水などには現在も生息しているが，全

体には減少している。

アメリカナマズ科Ictaluridae

県内には帰化種の 1種が分布しているだけである。

キュウリウオ科 Osmeridae 

圏内からの移入種であるワカサギ1種が記録された。

アユ科 Plecoglossidae 

アユ1種が記録され，減少種と判断された。

6.アユ Plecoglossusaltivelis (Temminck et Schlegel) 

[減少種H]

両側回避魚で，河川の上中流に生息し，秋に中流下部

の磯底の瀬で産卵する。僻化した稚魚は海に降り，翌春

川に遡上する。かつては県内の各河川に広く生息し，相

模川・酒匂川などの大きな河川では重要な漁獲対象魚で

あった。しかし，ダムや堰の建設によって幼魚の遡上が

妨げられるようになったために，論業権の設定されてい

る河川では，漁業組合によって盛んに放流が行われるよ

うになった。・相模川|水系では，戦前から放流が行われて

いる(浜口，1978)。放流には，初期にはほとんど琵官湖産

のアユが使われており，その放流量は莫大なものになっ

ている。また， 1950年代からの水質汚染の進行もアユの

減少を招いた。

そうした放流によって，現在でもアユは各水系に広〈

見られるが，自然湖上している在来の個体群は貴重なも

のになってきている。相模川，酒匂川1，多摩川以外で，

1980年代以降で，自然湖上が記録されている河川として

は，金目)11 (浜口ほか， 1983など)，帳子川(樋口ほか，

1993)，中村川1(石原， 1985)，山王)11 (木村，1989)，鶴見川

(木村ほか，1984)，滑)II(木村，1986a)，千歳川・新崎川|・

白糸)II(石原ほか，1986)などがあげられる。

シラウオ科 Salangidae 

県内からは 1種が知られ，記録の少ない稀少種で

あった。

企イシカワシラウオSalangichthysishikawae Wakiya et Takahasi 

[稀少種 1*] 

本州の太平洋岸に分布し，汽水域にも侵入する。県内

からは酒匂)11 (石原・一寸木， 1988)，森戸)II(林， 1989)で

の採集例があるだけで，分布状況やその変遷については

明かでない。

サケ科 Salmonidae 

県内からは， 9種が記録されたが，アマゴ・ピワマ

ス・ヒメマスは圏内からの，カワマス・ニジマス・ブラ

ウントラウトは圏外からの移入種であり，在来種は3種

のみである。そのうち 1種は危倶種 1種は減少種と判

断された。在来種についても多数の放流が行われてお

り，遺伝的に在来の個体群がどの程度維持されているか

は疑問である。なお，アマゴは静岡県側の酒匂川|水系が

東限と考えられており(大島，1951)，箱根山地周辺の分布

は重要であるが，現在では放流の影響でその実態調査を

行うのは不可能である。

Oイワナ Salvelinusleucomaenius (Pallas) 危倶種D]
河川最上流の渓流に生息する。相模川水系には分布し

ているとされるが(神奈川県， 1959)，平塚市博物館の調査

では鹿留川|など山梨県部分の支流でしか確認できなかっ

た(浜口，1981)。近年の調査では道志川|水系の神奈川県部

分の支流には多く分布していることが明らかになった

が，放流によるものが大部分と考えられ，天然分布の確

認は困難のようである(林公義氏私信)。なお，芦ノ湖で

の採集例はニジマスなどの放流に混入したものと言われ

る(石原，1987)。いずれにしても，県内の本種の分布は天

然分布の個体群があったとしてもごく限られており，砂

防堰堤工事が)11の上流部にまで及んでいる現状を考える

とその存続は危機にあるといえる。

ムヤマメ Oncorhynchusmasou (Brevoort) 減少種G]

渓流に生息する種で，イワナに次ぐ上流部に生息す

る。県内では，相模)11 (浜口， 1982ほか)，金目)11 (江原，

1985)，酒匂川(作中， 1983)の各上流部に生息している

が，その分布地点や個体数は限られている。また，油業

組合によるものの他，個人的に放流を行うケースもある

ようで，人為的な撹乱は著しいと言える。なお，三浦半

島の森戸川からも報告されているが(林，1989)，放流によ

るものと推測されている。

....サケ Oncorhynchusketa (Walbaum) 希少種 1*] 

川に遡上し，中下流で湧水のある磯底の場所で産卵す

る。利根川以北が自然分布と考えられ，県内では油業者

への聞き取りによっても，サケの遡上についての話しは

ほとんど聞かれない。しかし，近年は相模川・酒匂

)11・早川|などで遡上が記録されており(林， 1982)，これ

は，多摩川などで稚魚の放流が行われるようになったた

めに本来の分布域を越えて回帰したものと考えられる。

産卵の確実な例は得られていない。



トウゴロウイワシ科 A也erinidae

県内からは帰化種の 1種のみが記録された。

カダヤシ科 Poeciliidae

県内からは帰化種の2種のみが記録された。

メダカ科 Oryziatidae 

県内からはメダカ 1種が記録され，危倶種と判断され

た。

0メダカ Oryziaslatipes (Temminck et Schlegel) 
[危倶種F]

平野部の細流や用水路，池や沼などに生息する。もっ

ともポピュラーな淡水魚の一つで，かつては広く分布し

ていたと思われるが，激減し， 1980年代以降の確実な生

息地はごくわずかである。なお，飼養品種の「ヒメダカ」

がしばしば放流されたり逸出して野外の水域に見られる

ことがある。多摩川水系では平瀬川|・二ヶ領本川で記録

された(松尾ほか，1981)。横浜市内では，雌子川・こども

自然公園(樋口ほか，1993)，鶴見川の寺家・境川の新屋敷

橋・帳子JIIの大貫橋・水道橋(樋口ほか，1986)，鶴見J11河

口(岩田ほか，1979)などの記録があり，比較的多くの地点

で記録されているが，ヒメダカも含んだ記録のようで，

また放流されたものも多いという(樋口・水尾，1989)。厚

木市七沢の自然保護センターの野外施設には生息してい

るが自然分布かどうかは不明である(林ほか，1993)。三浦

半島では1970年代の調査では12地点で記録されているが

(林，1973)，現在は確実な分布地は2地点だけという状況

である(林公義氏私信)。酒匂川水系では小田原市成田な

どの用水路に生息しているが数は少ない(石原ほか，

1986)。このように県内のメダカはごく限られた場所にし

か生息しておらず，個体群の存続が厳しい状況にある。

また，近年メダカの放流を呼びかけているグループもあ

るが，メダカは地域によって形態的な差異が見られるこ

とが知られており，遺伝的な撹乱を招かないような細心

の注意が必要である。もともとの個体群が維持されてい

る水系では放流を差し控えること，絶滅した環境に放流

する場合にもなるべく近くの個体を用い，放流記録を残

すことが必要である。なお，神奈川県教育センターで

は，県内のいくつかの水系のメダカの系統保存に務めて

いる。

サヨリ科 Hemiramphidae

県内にはサヨリ 1種が分布し，希少種と判断された。

企サヨリ Hemiramphus sajori (Temminck et Schlegel) 

[希少種 I本]

沿岸に生息する種類で時に汽水域にも侵入する。県内

での記録は極めて少なく，横須賀市前田川河口(林，

1973)，横浜市堀割川|河口(林ほか， 1992)の記録があるだ

けである。

ヨウジウオ科 Syngn.athidae 

汽水域に進入する魚類で，県内からは3種が記録さ
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れ，黒潮によって運ばれてくる偶発的な2種を除〈他の

1種が希少種と判断された。

企ヨウジウオ Sygnathusschlegeli Kaup 希少種 1*] 

沿岸に生息する種類で，時に汽水域に侵入する。県内

の記録は稀で，堀割川河口(林ほか， 1992)，鶴見川河口

(横浜市公害対策局， 1978;岩田ほか，1979)があるに過ぎ

ない。

コチ科 Platycephalidae

県内からは汽水域に進入する種としてマゴチ1種が記

録され，危倶種と判断された。

0マゴチ Platycephalus sp. 危倶種D]

内湾に生息し，幼魚期のものが円水域に侵入する。県

内では東京湾側を中心に広ぐ分布していたと思われる

が，近年の記録は少ない。 1980年以降の記録としては，

多摩川河口(君塚・多紀， 1985)，堀割川河口(横浜市公害

対策局，1986)，三浦市田鳥川(林・長峯， 1981)があるに過

ぎない。

カジカ科 Cottidae

県内からは2種が記録され 1種が危倶種 1種が減

少種と判断された。

0カマキリ(アユカケ Cottuskazika Jordan et Starks 
[危倶種E]

河川|の中流域の磯底の瀬に生息し，海に降って産卵す

る。相模川ではかつては普通に見られ，ゲンノウ・カワ

フグの呼称がある(浜口， 1978)が，著しく減少し，近年で

は平塚市四之宮で採集された例があるに過ぎない(浜口・

長峯， 1987)。酒匂川では河口での記録があるが(神奈川県

淡水魚増殖試験場，1984)，酒匂川下流・早川下流ではい

ちはやく姿を消した種類であるという(石原ほか，1986)。

ムカジカ Cottus pollux Gunther 減少種H]

両側回避型の生活史を持つ小卵型と，陸封されている

大卵型がある。前者は河川lの中下流に，後者は上中流に

生息する。多摩川では， 1976年の調査では，本流では羽

村より上流に限られていたが，昭和10年代の分布ははる

かに下涜に及び，丸子付近にまで及んでいたという(中村，

1976)。相模J11ではかつては厚木付近まで生息したといい
厚木市下依知ではカジラという地方名がある(浜口 9

1978)。境川では町田市相原の大地沢にのみ生息が認めら

れ(木村，1985b)。金目川では水無川と鈴川の上流部に見

られる(木村， 1988)。酒匂J11では川|音川・狩JiI(作中，
1983)，中川川・世附川(作中ほか， 1982)に生息する。こ

のように県内ではおもに丹沢山麓の渓流に見られるが，

個体数の減少が目立っている。

スズキ科 Percichthyidae 

県内からは汽水域に進入する種として 1種が記録さ

れ，減少種と判断された。
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6.スズキ Lateolabrax japonicus (Cuvier) 減少種H]

内湾に生息する海水魚で，夏を中心にしばしば河口の

汽水域にも侵入する。小型の個体はセイゴ・フッコなど

と呼ばれ親しまれてきた。東京湾側の多摩川河口(松尾ほ

か， 1980・君塚・多紀， 1985)，鶴見川河口・堀割JII河口

(岩田ほか，1979;横浜市公害対策局，1986)には普通に見

られるが，他の河川|からの記録は減少している。 1980年

以降の記録として，平作JII(林・長峯，1981)，相模川河口

(工藤，1984)があるに過ぎない。

シマイサキ科 Teraponidae

県内からは汽水域に進入する種として2種が記録さ

れ 1種が減少種と判断された。

AシマイサキRhyn∞pelates卿 rhynch凶 (Temmincket SchlegeI) 
[減少種H]

内湾に生息する種で，幼魚期のものがしばしば河口の

汽水域に侵入する。県内の河口域では分布が限られ，近

縁のコトヒキとともに減少傾向にある。 1980年以降の記

録としては，鶴見川河口(横浜市公害対策局，1986;横浜

市公害対策局，1989)，鶴見川末吉橋(樋口ほか，1992)，相

模川|河口(工藤，1984)がある。

ユゴイ科 Kuhliidae

県内からは汽水域に進入する種として 1種が記録さ

れ，希少種と判断された。

...ユゴイ Kuhlia marginata (Cuvier) 希少種 1*] 

南方系の種で，幼魚が黒潮に乗って来遊し，しばしば

河川に侵入する。県内の記録は極めて稀で，三浦市消の

)II(林・長峯， 1981)の例があるに過ぎない。

サンフィッシュ科 Centrarchidae

県内からは帰化種2種のみが記録された。

アジ科 Carangidae

県内からは汽水域に進入する種として2種が記録さ

れ， 1種が危倶種と判断された。

0ギンガメアジ Caranx sexfasciatus Quoy et Gaimard 
[危倶種E]

海水魚で幼魚がしばしば何口の汽水域に侵入する。県

内の記録は限られており， 1980年以降のものとしては，

相模川河口(工藤，1984)，金目川河口(浜口・林，1983;木

村，1988)があるに過ぎない。

ヒイラギ科Leiognathidae

県内からは汽水域に進入する種としてヒイラギ 1種が

記録され，減少種と判断された。

-ヒイラギ Leio皿 athusnuchalis (Temminck et Schlegel) 

[減少種G]

内湾に生息する種で，しばしば河口の汽水域に侵入

する。かつては晩夏に多くの個体が河口域で見られた

が，個体数が減少している。 1980年以降の記録として

は，多摩川河口(君塚・多紀， 1985)，堀割川河口(林ほか

， 1992)，三浦半島の下山川|河口など3河川I(林・長峯，

1981)，境川の新屋敷橋(樋口ほか， 1992)，相模川河口(工

藤， 1984)などがある。

フエダイ科 Lutianidae

県内からは汽水域に進入する偶発的な種として1種が

記録された。

タイ科 Sparidae 

県内からは汽水域に進入する種として2種が記録さ

れ 1種が減少種と判断された。

Aクロダイ Acanthopagrusschlegeli (Bleeker) 減少種G]

内湾に生息する種で，しばしば河口の汽水域に侵入す

る。かつては東京湾側を中心に各河川の河口域に広く見

られたが近年の記録は少ない。 1980年以降の記録として

は，多摩川河口(君塚・多紀， 1985)，鶴見川河口(横浜市

公害対策局， 1989)，堀割川河口(横浜市公害対策局，

1986)，相模川河口(工藤，1984)があげられる。

Aキチヌ Acanthopagruslatus (Houttuyn) [希少種I本]

内湾に生息する種で，時に河口の汽水域に侵入する。

県内では記録の少ない稀種である。堀割川|河口(横浜市公

害対策局，1986)，相模川河口(工藤，1984)の報告がある。

カワスズメ科 Cichlidae

県内からは帰化種1種のみが記録された。

ポラ科 Mugilidae

県内からは汽水域に進入する種として 5種が記録さ

れ 1種が危倶種と判断された。

Oメナダ αlelonhaematocheilus (Temminck et Schlegel) 
[危倶種E]

内湾に生息する種類で，幼魚がしばしば汽水域に侵入

する。県内では東京湾側の河川の河口付近で記録されて

いるが，稀になっている。 1980年以降の記録としては，

多摩川の大師橋など(君塚・多紀， 1985)，堀割川|河口(横

浜市公害対策局，1986)があるに過ぎない。鶴見川河口で

は， 1970年代には記録されているが(横浜市公害対策局，

1978 ;岩田ほか， 1979)，その後記録が途絶えている。

ハゼ科 Gobiidae 

県内からは34種が記録され，帰化種1種と，偶来種2

種をのぞく31種のうち 1種が絶滅種 6種が危倶種，

6種が減少種と判断された。

-トピハゼ Periophtha1mus modestus Cantor 

[絶滅種B]

内湾や河口の干潟に生息する種で東京湾はその北限に

あたっている。かつては東京湾沿岸の干潟の神奈川県部

分にも生息していたことが推定されるが，記録は残され



ておらず， 1988年に鶴見川河口で採集されたのが唯一の

記録である(横浜市公害対策局，1989)。乙の記録は偶然流

れ着いたと推測されており，県内のトピハゼは絶滅状況

である。

0シロウオ Leucopsarion petersii Hilgendorf 
[危倶種D]

沿岸部に生息する種で，春に川に遡って産卵する。県

内にも広ぐ分布していたと予測されるが，記録は極めて

少なく， 1963年の下山川河口と1988年の前田川河口の記

録があるのみである(林，1989)。

Oピリンゴ Chaenogobius castane凶 (O'Shaughnessy) 
[危倶種E]

何口の泥底の汽水域に群れで生息する。県内では各地

で比較的広く記録されているが，減少している。 1980年

以降の記録としては，多摩川下流(君塚・多紀， 1985)，鶴

見川河口(林ほか， 1992)，侍従)iI(樋口ほか， 1992)，滑川

河口(木村，1986a)がある。

0ニクハゼ Chenogobius heptacanthus (Hilgendorf) 

[危倶種E]
沿岸のアマモ場に生息する種で，幼魚期に汽水域に出

現する。県内では東京湾側で記録されているが，河川内

の記録は稀であり，堀割川河口(岩田ほか，1979)，大岡川

(樋口ほか，1992)があるに過ぎない。

Oウキゴリ Chaenogobius urotaenia (Hilgendorf) 
[危倶種E]

流れの緩やかな河川の中下流域に生息する。以前はウ

キゴリの淡水型と呼ばれていた。県内では各河川に広く

分布していたと恩われるが，近年は著しく減少してい

る。 1980年以降の記録としては，多摩川のガス橋など(君

塚・多紀，1985)，雌子)II(樋口ほか， 1993)，鶴見川の緑区

市が尾(木村ほか，1986)，棺模川では座架依橋(林，1993)，

早川の河口から芦ノ湖(石原，1982; 1984)，早川以西の各

河川(林ほか，1982)などがある。なお，芦ノ湖には陸封さ

れている(石原，1984)。

Oカワアナゴ日eotrisoxy田 phalaTemminck et Schlegel 
[危倶種E]

河川の下流に生息する。県内では稀で，三浦市浦の川

(林， 1989)，境川新屋敷橋(横浜市公害対策局， 1989)，相

模川(浜口・長峯， 1987)，相模川河口(工藤， 1984)，酒匂

) 11 (林・石原，1985)があるに過ぎない。

0ポウズハゼ Sicyopterus japoni叩 s(Tanaka) 
[危倶種E]

両側回避性の生活史を送っており，河川の中流域を代

表する魚種の一つである。県内の河川には広く分布して

いたと考えられるが。近年は減少してきでおり，東京湾

側の河川からはまったく記録されなくなった。 1980年以

降の記録としては，相模川座架依橋(林， 1993)，滑)11 (木

村， 1986a)，中村川(石原，1985;木村， 1986a)，酒匂川中
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下流(作中， 1983)，早川河口~風祭(石原， 1982)，新崎川

河口(林ほか， 1982)，白糸川河口(吉田ほか， 1986)，千歳

川・早川・山王)II(石原ほか，1986)がある。なお三浦半島

にも本種が生息することは林(1973)によって初めて報告

され，森戸川では個体数は少ないが現在も見られるとい

う(林公義氏私信)。

ムアシシロハゼ Acanthogobiuslacticeps (Hilgendorf) 

[減少種G]

河川の河口付近の汽水域を中心に生息する。県内では

各河川の河口域に広く分布していたと考えられるが，近

年の記録は減少している。 1980年以降の記録としては，

多摩川六郷橋など(君塚・多紀， 1985)，鶴見川河口(横浜

市公害対策局， 1986;横浜市公害対策局， 1989・林ほか，

1992)，堀割川河口(横浜市公害対策局， 1986)，相模川河

口(工藤，1984)，中村川河口(石原， 1985)があげられる。

ムスミウキゴリ Chenogobius sp. 減少種G]

河川|の河口付近の汽水域から下流に生息する。以前は

ウキゴリの汽水型と呼ばれていた。県内では西部を中心

に広く見られるが減少している。 1980年以降の記録とし

ては，大岡川氷取沢(樋口ほか， 1992)，滑)11 (木村，

1986a)，中村川(石原， 1985)，白糸川河口(吉田ほか，

1986)，千歳川・新崎川・早川・山王川・酒匂川・森戸川

(石原ほか，1986)などがある。

ムヒメハゼ Favonigobius gymnauchen (Bleeker) 

[減少種G]

河口の汽水域からそれに続く干潟や砂浜に生息する。

県内の記録は少なく， 1980年以降では，三浦半島の平作

川など4地点(林・長峯， 1981)，金目川河口(浜口・林，

1983)，相模川河口(工藤，1984)があるに過ぎない。

ムゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus (Rutter) 

[減少種G]

河川の中下流域の砂磯底の場所に生息する。県内の記

録は少なぐ， 1980年以降では，前田)11河口(林・長峯，

1981)，中村川河口(石原，1985)，早川河口(石原，1982)が

ある，また，酒匂川河口では数は少ないが生息している

という(石原ほか， 1986)。

ムミミズハゼ Luciogobius guttatus Gill 減少種H]

河川|の下流域からそれに続く海岸の潮間帯に生息す

る。県内の記録は少なく， 1980年以降では鶴見川河口(横

浜市公害対策局，1986)，三浦市浦の)II(林， 1973)，相模川

河口(工藤，1984)，中村川河口(石原， 1985)，早川|河口(石

原，1982)があるに過ぎない。

ムヌマチチブTridentigerbrevispinis Katsuyama， Arai et Nakamura 

[減少種H]

河川の中下流域に生息する。チチプとよく似ており

しばしば混同されるので，過去の記録は見直す必要があ

る。県内では比較的広く分布しており， 1980年以降の記

録としては，多摩川調布堰(東京都環境保全局，1988)，相
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模)11の須賀(浜口・長峯， 1987)と座架依橋(林， 1993)，滑

) 11 (木村， 1986a)，中村川1(木村， 1986b)，金目川の河口か

ら中流(木村， 1988)，山玉川河口(木村， 1989)などがあげ

られる。また，芦ノ湖では1985年に初めて記録され，以

降は確実に出現するようになった(石原， 1987)。

Aジュズカケハゼ Chaenogobius laevis (Steindachner) 

[希少種 1*] 

純淡水性のハゼで，河川|の中下流域や池の砂泥底の場

所に生息する。県内の水域にも生息していたことが推測

されるが，厚木市七沢の自然保護センターの野外施設で

発見されたのが唯一の例である(林ほか， 1993)。

.A.エドハゼ Chaenogobius macrognathos (Bleeker) 

[希少種 1*] 

河川の河口付近の汽水域に生息する。県内では極めて

稀で，多摩川河口付近で幼魚が採集されたのが唯一の例

である(君塚・多紀， 1985)。

.A.ヒモハゼ Eutaeniichthys gilli Jordan et Snyder 

[希少種 1*] 

河口付近に生息する。県内では極めて稀で，多摩川の

大師橋の記録があるだけである(東京都， 1990)。

企ウロハゼGlossogobiusolivaceus (Temminck et Schlegel) 

[希少種 1*] 

河川|の河口付近の汽水域に生息する。茨城県以南に分

布し，本県は北限に近い。県内では極めて稀で， 1987年

の相模川|馬入橋で採集されたのが唯一の例である(林，

1989)。採集した泊業者の話では，見たことのないハゼと

のことなので，減少したために稀になったのではないよ

うである。また，三浦半島の下山川河口の採集記録もあ

るという(池田等氏私信)。

企サツキハゼParioglossusdotui Tomiyama [希少種 1*] 

河川の河口付近から海にかけて生息する。県内では東

京湾側で記録されているが極めて稀である。多摩川河口

(東京都環境保全局， 1988)，堀割川河口(横浜市公害対策

局， 1986)の記録がある。

.A.アカオピシマハゼ Tridentiger trigonocephalus (Gill) 

[希少種 1*] 

河川の河口付近から海にかけて生息する。県内では東

京湾側で記録されているが極めて稀である。鶴見川河

口・城割川|河口(林ほか， 1992)の記録がある。なお，以前

はシマハゼとされていたものが，本種とシモフリシマハ

ゼに分離されたので，過去の記録は再検討の必要があ

る。

企マサゴハゼ Pseudogobiusmasago (Tomiyama) 

[希少種 I本]

汽水域に生息する。県内では極めて稀で，多摩川河口

付近の用水路などで記録されたに過ぎない(君塚・多紀，

1985)。

企クモハゼBathygobiusfuscus (Ruppell) [希少種 I本]

治岸に生息し，時に汽水域に侵入する。県内では極め

て稀で，三浦半島の田越川と滞の川で記録されたに過ぎ

ない(林・長峯， 1981)。

ゴクラクギョ科 Belontidae

県内からは帰化種1種のみが記録された。

タイワンドジョウ科 Channida巴

県内からは帰化種1種のみが記録された。

カレイ科 Pleuronectid ae 

県内からは汽水域に進入する種として 1種が記録さ

れ，危倶種と判断された。

0イシガレイKareiusbicoloratus (Basil巴W汰y) [危倶種E]
治岸に生息し，時に汽水域にも侵入する。県内ではお

もに東京湾側に分布しているが，近年は減少し， 1980年

以降の記録としては，多摩川河口(松尾ほか， 1980・君

塚・多紀， 1985)，堀割川河口(横浜市公害対策局， 1986)が

あるに過ぎない。

フグ手ヰ Tetraodontidae

県内からは汽水域に進入する種として 1種が記録さ

れ，健在種と判断された。
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ウキゴリ Chaenogobius urotaenia R E 軍 軍 軍軍 聖書 童書 軍 高|

チチプモFキ Eleotris acanthopoma T 軍

カワ7ナゴ Eleotris oxycephala L IE 軍 軍需 事

tv、f Eutaeni ichthys gi 1 li L l申
tJI、ぜ Favonigobius gymnauchen H G 曜 軍事 事 曜

ウロハゼ Glossogobius 01 ivaceus L l事 曜

シロ ~i Leucopsarion petersi L ID 高

~ ~ t. 1\~ Luciogobius guttatus L IH 事 軍事 事 豪華 曜

7ペハぜ Hugi logobius abei 事 車 軍軍 事

Fンヨ Odontobutis obscura 高 InlL 豊

"如、f Parioglossus dotui L |申
トピハゼ Periophthalmus modestus E IB 事

マ ，:tl\~ Pseudogobio masago L l申軍 事

ゴ'1'ハf Rhinogobius giurinus L IG 車 事 事 軍

シマヨ'1Uリ Rh i nogob i us sp. W IL 
7ロヨシUリ Rh i nogob i us sp. R 1 J 
H3詰H9 Rh i nogob i us sp. R 11 
ト ~3 'JJf 'J Rh i nogob i us sp. R 1 J 
島リヨシJfリ Rh i nogob i us sp. R IJ 
4ゥ1ハー Sicyopterus japonicus R E 軍 事 軍 事 書 軍

シモ7リシマハゼ Tridentiger bifasciatus R 1 J 
nH1 Tridentiger brevispinis R H 車 高 軍 車 聖書 軍

チチ1 Tridentiger obscurus w 軍 事 軍軍 軍 軍 高 東

7カオピシマハゼ Tridentiger trigonocephalus L l事
ゴm.f3M チョウt:!1t Hacropodus chinensis 高 AslL 
H?ンF93ウH カムH- Channa argus 高 AslL 聖書 車 事 軍

カレイ開 イシガレイ Kareius bicoloratus L E 高 曜軍
11ft "7'/ Takifugu niphobles R J 1:1 護軍 事 者




